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一
、　

紀
三
井
寺
に
つ
い
て

　

紀
三
井
寺
は
和
歌
山
県
和
歌
山
市
に
所
在
し
、
正
式
に
は
「
紀
三
井
山
金
剛
宝

寺
護
国
院
」
と
い
う
。
紀
三
井
寺
と
い
う
名
は
、
紀
ノ
国
に
あ
る
三
つ
の
井
戸
が

あ
る
寺
と
い
う
意
味
で
、
清
浄
水
・
楊
柳
水
・
吉
祥
水
の
三
つ
の
滝
が
湧
き
出
る

こ
と
が
由
来
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
開
創
は
、
唐
僧
為
光
上
人
が
勝
地
を
得
て
梵

宇
を
建
て
、
観
音
菩
薩
の
威
光
を
持
っ
て
世
の
苦
悩
を
救
わ
ん
と
来
朝
し
、
名
草

山
こ
そ
が
仏
法
弘
通
の
根
本
道
場
に
な
る
霊
地
で
あ
る
と
し
て
、
宝
亀
元
年
（
七

七
〇
）
に
本
尊
十
一
面
観
音
を
刻
み
、
安
置
す
る
一
宇
を
開
い
た
こ
と
と
さ
れ

る（
１
）。
為
光
上
人
の
事
績
に
は
不
明
も
多
く
、
寺
伝
を
そ
の
ま
ま
認
め
る
こ
と
は
出

来
な
い
が
、
現
本
尊
・
十
一
面
観
音
像
の
制
作
時
期
は
十
世
紀
を
そ
れ
ほ
ど
下
る

も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
、
こ
れ
を
本
寺
草
創
の
下
限
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
可
能

か
と
思
わ
れ
る（
２
）。

　

為
光
上
人
の
死
後
は
、
堂
舎
の
破
損
を
修
復
し
、
維
持
を
行
う
た
め
の
勧
進
を

行
う
穀
屋
坊
に
よ
り
管
理
さ
れ
る
。
穀
屋
坊
は
一
山
寺
院
の
正
式
な
構
成
員
と
し

　
　
　
　
和
歌
山
県
紀
三
井
寺
の
近
世
鰐
口

　�

　

 

日＊
　
　

高　
　

結　
　

友　
　
　
　

　
　
　

要　
　

旨

　　

鰐
口
は
寺
院
の
軒
先
に
掛
け
ら
れ
、
鼓
面
を
打
っ
て
使
用
さ
れ
る
梵
音
具
で
あ
る
が
、

大
小
さ
ま
ざ
ま
な
法
量
の
も
の
が
見
ら
れ
る
。
小
型
の
作
例
は
、
鉦
鼓
や
打
楽
器
の
よ

う
に
使
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、
大
型
の
も
の
は
一
般
的
に
仏
堂
正
面
の
軒
先
に
奉

懸
さ
れ
、
銘
記
を
も
つ
も
の
も
多
く
な
る
。
ま
た
、
銘
記
に
寺
院
や
神
社
の
再
建
の
経

緯
を
加
え
る
例
も
散
見
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
寺
社
堂
復
興
や
大
型
鰐
口
の
寄
進

を
通
し
て
、
権
力
者
が
民
衆
や
僧
侶
、
神
仏
に
そ
の
影
響
力
を
示
し
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。

　

奈
良
時
代
の
創
建
と
伝
え
る
紀
三
井
寺
は
、
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
場
と
し
て
、
今

日
な
お
和
歌
山
県
内
に
お
け
る
屈
指
の
信
仰
の
寺
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。 

　

本
寺
に
は
、
仏
像
・
仏
画
を
は
じ
め
優
れ
た
仏
教
美
術
作
品
が
伝
存
し
て
い
る
が
、

本
稿
で
は
近
世
期
に
造
ら
れ
た
鰐
口
四
口
に
つ
い
て
紹
介
し
、
そ
の
製
作
の
背
景
に
つ

い
て
銘
記
を
も
と
に
考
察
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
① 

鰐
口　

② 

梵
音
具　

③ 

紀
三
井
寺　

④ 

近
世
仏
具　

　
　
　
　
　
　

⑤ 

粉
河
鋳
物
師
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て
は
認
め
ら
れ
な
い
「
聖
」
と
呼
ば
れ
る
僧
の
活
動
拠
点
で
あ
り
、
勧
進
や
配
札

を
通
し
て
民
衆
と
結
び
つ
き
、
時
に
朝
廷
や
公
家
・
武
家
な
ど
時
の
有
力
者
と
も

関
係
を
持
つ
、
一
山
寺
院
と
民
衆
、
権
力
を
結
び
付
け
る
存
在
で
あ
っ
た
。『
穀

屋
坊
文
書
』
に
よ
る
と
、
紀
三
井
寺
の
穀
屋
坊
は
比
丘
尼
に
よ
り
成
り
立
ち
、
天

正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
に
本
願
坊
を
建
立
し
、
為
光
上
人
以
降
初
め
て
の
僧
侶

と
な
っ
た
と
伝
わ
る
林
良
純
も
穀
屋
坊
の
一
員
で
あ
っ
た（

３
）。
紀
三
井
寺
穀
屋
坊
は

元
々
境
内
に
あ
っ
た
が
、
後
に
仁
王
門
下
に
移
さ
れ
、
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）

に
は
穀
屋
寺
と
し
て
紀
三
井
寺
と
本
末
関
係
を
結
ん
で
い
た（
４
）。

　

古
く
よ
り
紀
三
井
寺
に
信
仰
が
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
は
、
西
国
三
十
三
所
観
音

巡
礼
の
記
録
か
ら
も
確
認
出
来
る
。
観
音
巡
礼
は
平
安
時
代
末
に
盛
ん
に
な
っ
た

と
さ
れ
る
が
、
紀
三
井
寺
は
比
較
的
初
期
か
ら
そ
の
名
が
記
録
の
中
に
見
え
る（
５
）。

　

西
国
三
十
三
所
観
音
巡
礼
は
、
室
町
時
代
に
は
民
衆
に
も
広
ま
り
、
江
戸
時
代

に
入
る
と
最
盛
期
を
迎
え
る
。
当
初
は
修
行
と
し
て
参
詣
す
る
者
も
多
か
っ
た
が
、

や
が
て
観
光
旅
行
的
な
意
味
合
い
も
有
し
始
め
る
。
紀
三
井
寺
は
江
戸
時
代
に
入
っ

て
か
ら
も
第
二
番
札
所
と
し
て
、
西
国
巡
り
の
起
点
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る（

６
）。

　

つ
ま
り
紀
三
井
寺
は
観
音
霊
場
と
し
て
、
修
行
僧
か
ら
一
般
参
詣
者
ま
で
広
く

知
ら
れ
、
平
安
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
長
く
親
し
ま
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　

民
衆
に
広
く
長
く
信
仰
さ
れ
親
し
ま
れ
て
き
た
紀
三
井
寺
で
あ
る
が
、
で
は
紀

伊
国
内
の
権
力
者
と
の
関
係
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
和
歌
山
市
史
』
に
よ
る
と
、
紀
三
井
寺
は
紀
伊
国
名
草
郡
で
最
高
の
宗
教
的

権
威
を
誇
っ
て
い
た
日
前
宮
と
そ
れ
を
奉
祭
す
る
紀
伊
国
造
と
深
い
関
係
に
あ
っ

た
と
あ
る
。
紀
三
井
寺
の
立
地
す
る
名
草
山
は
、
日
前
宮
の
神
領
内
の
南
側
に
位

置
す
る
縁
の
地
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
、
南
北
朝
時
代
の
第
五
七
代
紀
伊
国
造

紀
俊
文
の
遺
し
た
和
歌
か
ら
は
、
日
前
宮
に
と
っ
て
名
草
山
は
神
の
よ
り
ま
す
神

奈
備
山
で
あ
る
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。
ま
た
、
歴
代
の
紀

伊
国
造
の
中
に
隠
居
後
に
紀
三
井
寺
に
住
し
た
者
が
お
り
、
紀
伊
国
造
と
紀
三
井

寺
と
は
非
常
に
緊
密
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
紀
伊
国
造
家
は
高
僧
叡

尊
を
紀
伊
国
に
招
請
し
た
際
に
も
、
叡
尊
を
招
く
最
初
の
寺
院
と
し
て
紀
三
井
寺

を
選
定
し
て
お
り
、
紀
三
井
寺
に
対
し
て
強
い
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
よ

く
わ
か
る
。
三
十
三
所
観
音
巡
礼
の
盛
行
に
伴
い
紀
三
井
寺
も
隆
盛
を
極
め
る
が
、

そ
の
隆
盛
の
陰
に
は
紀
伊
国
造
家
の
存
在
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る（
７
）。

　

天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）、
紀
伊
国
内
に
あ
る
多
数
の
神
社
仏
寺
が
豊
臣
秀

吉
の
紀
州
攻
め
に
よ
り
焼
き
払
わ
れ
た
。
秀
吉
の
紀
州
攻
め
は
紀
州
支
配
の
た
め

に
地
主
的
な
勢
力
を
有
し
て
い
た
寺
院
の
力
を
削
ぐ
意
味
合
い
も
強
く
、
紀
三
井

寺
も
美
濃
守
秀
長
の
発
し
た
「
禁
制（

８
）」
に
よ
り
安
全
が
保
障
さ
れ
焼
き
討
ち
そ
の

も
の
は
免
れ
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
寺
領
を
没
収
さ
れ
て
い
た（
９
）。

　

そ
の
後
、
近
世
に
入
り
浅
井
氏
や
紀
州
徳
川
氏
の
支
配
が
は
じ
ま
る
。
浅
井
氏

は
紀
伊
国
各
地
の
神
社
・
寺
院
を
非
常
に
丁
重
に
扱
い
、
そ
の
復
興
に
力
を
貸
し

た（
（1
（

。
ま
た
、
紀
州
徳
川
家
の
祖
、
徳
川
頼
宣
は
寺
社
に
対
す
る
信
仰
心
が
非
常
に

厚
い
人
物
で
、
彼
が
再
興
・
修
復
し
た
寺
社
も
多
い
。

　

さ
ら
に
近
世
期
以
降
の
紀
伊
国
歴
代
領
主
か
ら
も
厚
い
信
仰
を
寄
せ
ら
れ
、
浅

野
幸
長
や
徳
川
頼
宜
ら
に
合
計
二
一
石
の
寺
領
を
寄
付
さ
れ
る
ほ
か（
（1
（

、
本
堂
だ
け

で
な
く
鐘
楼
や
多
宝
塔
、
楼
門
な
ど
が
幾
度
も
改
築
・
修
復
さ
れ
た
。
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『
紀
三
井
寺
略
誌（
（1
（

』
や
『
和
歌
山
市
史（
（1
（

』
な
ど
に
よ
れ
ば
、
中
近
世
期
に
お
け

る
紀
三
井
寺
の
主
な
堂
塔
の
改
築
・
修
復
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

本
堂
は
、
大
永
二
年
（
一
五
二
二
）
に
僧
良
真
が
修
理
、
慶
長
二
年
（
一
五
九

七
）
和
歌
山
城
城
代
で
あ
っ
た
桑
山
重
晴
に
よ
り
再
建
さ
れ
る
。
慶
長
六
年
（
一

六
〇
一
）
に
は
浅
井
幸
長
の
妻
女
に
よ
り
再
興
さ
れ
、
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）

に
再
び
修
理
の
手
が
入
る
。
ま
た
、
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
に
も
紀
州
徳
川
家

の
勢
威
に
掛
け
再
建
さ
れ
た（
（1
（

、
こ
れ
が
現
在
の
本
堂
で
あ
る
。

　

楼
門
は
、
永
正
六
年
（
一
五
〇
九
）
に
再
建
さ
れ
、
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）

に
修
理
と
伝
わ
る
が
、
そ
の
後
に
も
幾
度
か
修
復
が
な
さ
れ
、
細
部
に
桃
山
時
代

以
降
の
建
築
様
式
が
見
ら
れ
る
。
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
に
半
解
体
程
度
の
大

修
理
を
行
い（
（1
（

、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
に
も
加
修
さ
れ
た
。

　

鐘
楼
は
、
天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
）
に
阿
部
太
郎
に
よ
り
再
建
、
天
明
元
年

（
一
七
八
一
）
に
加
修
さ
れ
る
。
ま
た
『
西
国
三
十
三
所
巡
拝
通
誌
』
上
巻
に
よ

る
と
、
寛
永
十
七
年
（
一
六
四
〇
） 

に
は
徳
川
頼
宣
が
梵
鐘
を
改
鋳
せ
し
め
て
寄

進
し
、
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
に
も
大
修
理
を
行
っ
て
い
る（
（1
（

。

　

多
宝
塔
は
、
文
安
六
年
（
一
四
四
九
）
に
建
立
し
、
そ
の
後
承
応
二
年
（
一
六

五
三
）、
享
保
七
―
八
年
（
一
七
二
二
―
一
七
二
三
）、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）

に
加
修
さ
れ
る
。
特
に
享
保
年
間
の
修
復
は
解
体
を
行
う
ほ
ど
大
き
な
修
理
で
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る（
（1
（

。

　
　
　

二
、　

紀
三
井
寺
に
伝
存
す
る
近
世
鰐
口

　

今
回
調
査
を
行
っ
た
鰐
口
四
口
を
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
取
り
上
げ
報
告
す
る
（
各

部
位
の
詳
細
な
法
量
に
つ
い
て
は
表
１
を
参
照
）。
こ
れ
ら
の
鰐
口
は
本
堂
正
面

に
東
か
ら
西
に
か
け
て
並
べ
て
掛
け
ら
れ
て
い
た
。
記
録
に
は
各
鰐
口
の
掛
け
ら

れ
た
位
置
と
平
成
元
年
十
二
月
二
十
二
日
に
取
り
外
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
本

稿
で
は
製
作
年
代
順
に
報
告
す
る
。

① 

延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
銘
鰐
口

　

総
幅
五
八
・
一
セ
ン
チ
、
鼓
面
径
五
〇
・
〇
セ
ン
チ
、
総
厚
一
七
・
六
セ
ン
チ

を
測
り
、
一
般
的
な
鰐
口（
（1
（

と
比
べ
て
も
か
な
り
大
振
り
な
作
例
で
あ
る
（
写
真
１
）。

　

表
裏
面
と
も
に
別
型
を
用

意
し
て
鋳
造
す
る
、
い
わ
ゆ

る
両
面
式
鋳
造
で
製
作
さ
れ

て
い
る
。
表
裏
同
文
で
、
鼓

面
は
内
側
よ
り
二
条
・
子
持

三
条
・
二
条
の
線
で
分
け
、

表
面
の
銘
帯
に
銘
文
を
陰
刻

し
、
火
焔
宝
珠
を
陽
鋳
し
て

い
る
（
写
真
２
）。
撞
座
は

単
弁
（
素
弁
）
八
葉
蓮
華
文

で
、
花
弁
は
八
望
星
の
よ
う

写真 １ 　延宝七年銘鰐口
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に
蓮
弁
の
輪
郭
線
だ
け
を
表
し
、
花
脈
は
施
さ
な
い
。
放
射
状
の
蘂
を
表
し
、
蓮

子
は
中
央
の
一
つ
を
取
り
囲
む
よ
う
に
六
つ
配
す
（
写
真
３
）。

　

肩
部
分
に
は
破
損
に
よ
る
穴
が
開
い
て
い
る
。
目
は
ほ
ぼ
真
横
に
突
出
し
、
張

り
出
し
も
比
較
的
大
き
い
。
さ
ら
に
口
も
大
き
く
開
き
、
耳
は
半
円
形
で
あ
る
。

　

銘
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

奉
寄
進
鰐
口
一
磬
延
寶
七
巳　
　

未
歳
五
月
吉
祥
月　
（
右
廻
り
）

　
　

所
願
成
就
皆
令
満
足
之
所
此
施
主
人
数
五
拾
士　
（
左
廻
り
）

　

本
鰐
口
は
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
五
月
に
紀
三
井
寺
本
堂
に
寄
進
さ
れ
た
も

の
で
、
本
稿
で
報
告
す
る
作
例
の
中
で
は
最
も
古
い
紀
年
銘
を
持
つ
。
本
寺
の
諸

堂
宇
の
復
興
・
整
備
が
行
わ
れ
て
い
た
時
期
と
ほ
ぼ
重
な
っ
て
お
り
、
本
品
も
紀

伊
国
全
体
で
興
っ
た
寺
社
堂
復
興
の
動
き
に
合
わ
せ
て
製
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え

て
良
い
で
あ
ろ
う
。

　

施
主
は
、
個
人
名
で
は
な
く
人
数
の
み
が
記
さ
れ
る
。
愛
甲
昇
寛
氏
の
労
作
で

あ
る
「
鰐
口
の
銘
文（

（1
（

」
を
参
照
す
る
と
、
多
く
の
作
例
が
施
主
に
関
し
て
個
人
名

を
明
記
す
る
の
で
あ
る
が
、
本
品
の
よ
う
に
集
団
の
全
体
人
数
を
記
録
す
る
の
は

珍
し
く
、
数
例
み
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。

② 

宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
銘
鰐
口

　

法
量
は
総
幅
五
八
・
五
セ
ン
チ
、
鼓
面
径
五
〇
・
五
セ
ン
チ
、
総
厚
一
七
・
〇

セ
ン
チ
で
、
先
述
し
た
鰐
口
①
と
全
体
の
法
量
が
同
程
度
に
な
る
よ
う
に
製
作
さ

れ
て
い
る
（
写
真
４
）。
そ
れ
だ
け
で
な
く
耳
の
形
状
や
、
鼓
面
の
区
分
け
の
比
率
、

目
と
唇
の
張
り
出
し
方
な
ど
細
部
に
至
る
ま
で
鰐
口
①
の
形
式
に
近
い
。

写真 ５ 　宝暦十三年銘鰐口（火焔宝珠）

写真 ４ 　宝暦十三年銘鰐口

写真 ３ 　延宝七年銘鰐口（撞座）

写真 ２ 　延宝七年銘鰐口（火焔宝珠）
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両
面
式
鋳
造
で
製
作
さ
れ
、
表
裏
同
文
で
、
目
は
ほ
ぼ
真
横
に
張
り
出
し
、
口

は
大
き
く
開
き
、
耳
は
半
円
形
で
あ
る
。
圏
線
は
二
条
・
子
持
三
条
・
二
条
の
線

で
表
さ
れ
、
銘
帯
に
銘
文
を
陰
刻
し
、
火
焔
宝
珠
（
写
真
５
）
を
陽
鋳
す
る
。
た

だ
し
、
火
焔
宝
珠
の
火
焔
部
は
宝
珠
か
ら
浮
遊
し
、
火
の
玉
状
に
表
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
撞
座
の
文
様
は
鰐
口
①
の
文
様
と
酷
似
す
る
単
弁
（
素
弁
）
八
葉
蓮
華
文

で
（
写
真
６
）、
細
部
に
至
る
ま
で
基
本
的
に
鰐
口
①
の
造
形
に
合
わ
せ
て
製
作

さ
れ
た
と
推
察
で
き
る
。

　

銘
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

宝
暦
十
三
癸
未
年
六
月
吉
且
令
冶
鑄
之
以
奉
鉤
子
紀
三
井
山
観
世
音
宝
前

�
現
住
法
印
方
常
誌 （
右
廻
り
）

冶
工
弱
山
森
屋
長
左
衛
門
伹
此
内
地
金
二
貫
目
并
細
工
手
間
寄
進
焉
（
左
廻

り
）

　

宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
は
、
紀
三
井
寺
の
本
堂
が
紀
州
徳
川
氏
に
よ
り
再

建
さ
れ
た
四
年
後
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
品
は
、
本
堂
改
築
に
合
わ
せ
て
新
鋳

さ
れ
た
と
み
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
鰐
口
①
と
造
形
が
酷
似
し
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
る
と
、
両
鰐
口
を
二
つ
並
べ
て
掛
け
る
こ
と
を
想
定
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　

記
銘
主
で
あ
る
「
現
住
法
印
方
常
」
は
、
宝
暦
九
年
の
本
堂
再
建
時
に
住
職
を

務
め
た
九
代
目
紀
三
井
寺
住
職
中
興
方
常
（
方
丈
）
上
人
で
あ
る（
（2
（

。
製
作
者
の
山

森
屋
長
左
衛
門
に
関
し
て
は
、
詳
ら
か
で
な
い
。

③ 

無
銘
鰐
口

　

本
品
は
無
銘
で
、
い
つ
頃
の

製
作
か
は
決
め
難
い
。
し
か
し

耳
の
形
状
が
先
述
の
鰐
口
二
口

と
よ
く
似
た
半
円
形
を
し
て
い

る
こ
と
や
保
存
の
状
態
か
ら
、

江
戸
時
代
の
作
と
推
測
出
来
る

（
写
真
７
）。

　

総
幅
三
二
・
六
セ
ン
チ
、
鼓

面
径
二
九
・
一
セ
ン
チ
、
総
厚

一
〇
・
三
セ
ン
チ
を
測
り
、
一

写真 ７ 　無銘鰐口

写真 ８ 　無銘鰐口（撞座）

写真 ６ 　宝暦十三年銘鰐口（撞座）
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般
的
な
作
例
よ
り
は
大
き
い
が
、
前
作
例
二
口
よ
り
は
小
振
り
で
あ
る
。
耳
が
半

円
形
で
あ
る
の
は
前
作
例
と
同
様
で
あ
る
が
、
目
は
あ
ま
り
大
き
く
張
り
出
さ
な

い
。
圏
線
は
前
作
例
と
同
じ
く
内
側
よ
り
二
条
・
子
持
三
条
・
二
条
の
線
で
鼓
面

を
分
け
る
。

　

撞
座
の
文
様
は
複
弁
八
葉
蓮
華
文
で
、
い
ず
れ
も
控
え
め
に
間
弁
を
入
れ
る
。

子
房
内
の
蓮
子
は
中
央
に
据
え
る
大
き
い
一
つ
を
囲
う
よ
う
に
都
合
六
つ
配
さ
れ
、

子
房
の
周
り
は
蘂
を
巡
ら
せ
る
（
写
真
８
）。

④ 

慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
銘
鰐
口

　

本
作
例
は
銘
文
に
よ
り
、
他
所
よ
り
本
寺
に
移
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
施
主
や

製
作
者
だ
け
で
な
く
、
当
初
の
奉
納
地
が
紀
三
井
寺
で
な
く
、
後
に
移
さ
れ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。

　

総
幅
三
二
・
〇
セ
ン
チ
、
鼓
面
径
二
五
・
六
セ
ン
チ
、
総
厚
九
・
五
セ
ン
チ
で
、

鰐
口
③
と
同
程
度
の
法
量
を
持
つ
。
比
較
的
細
め
な
が
ら
、
張
り
出
し
の
強
い
耳

が
付
け
ら
れ
る
。
両
面
と
も
に
圏
線
が
内
側
よ
り
二
条
・
子
持
三
条
・
二
条
の
線

で
あ
る
点
は
他
作
例
と
同
様
で
あ
る
。

　

両
面
式
鋳
造
の
作
例
で
、
表
面
は
撞
座
に
単
弁
八
葉
蓮
華
文
を
陽
鋳
し
間
弁
が

八
葉
付
く
（
写
真
９
）。
子
房
は
蓮
子
が
な
く
素
文
で
あ
る
（
写
真
10
）。
中
区
に

は
牡
丹
文
が
陽
鋳
さ
れ
る
（
写
真
11
）。
裏
面
は
、
撞
座
の
蓮
華
文
も
中
区
の
牡

丹
文
も
な
く
銘
文
の
み
で
あ
る
（
写
真
12
）。

　

銘
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

【
表
面
】

　
　
　
　

丹
生
大
明
神
御
神
前
施
主
庄
中 （
右
廻
り
）

　
　

奉

　
　

掛

　
　
　
　

名
卅
（
卉
）郡
山
東
組
矢
田
山 （
左
廻
り
）

【
裏
面
】

　
　

慶
応
元
丑
九
月
吉
日　

粉
川　

福
井
良
房
作 （
左
廻
り
）

　

銘
文
に
よ
り
丹
生
神
社
に
奉
納
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。『
紀
伊
續
風
土
記
』

に
よ
る
と
、
紀
伊
国
名
草
郡
山
東
荘
に
は
丹
生
神
社
が
二
社
あ
り
、
そ
の
う
ち
一

社
は
荘
内
に
あ
る
矢
田
村
の
川
を
隔
て
た
先
に
あ
る
明
王
寺
村
に
存
在
す
る（
（2
（

。
伊

写真10　慶応元年銘鰐口（表面撞座）

写真 ９ 　慶応元年銘鰐口（表面）
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太
祁
曽
神
社
の
奥
院
で
あ
る
当
社
は
、
城
ヶ
峰
・
高
績
山
と
続
く
山
脈
の
麓
に
位

置
す
る（
（2
（

。

　

も
う
一
社
は
『
紀
伊
續
風
土
記
』
等
の
文
献
上
の
み
で
の
確
認
で
あ
る
が
、
矢

田
村
よ
り
南
六
町
の
位
置
に
あ
る
木
枕
村
に
あ
っ
た
社
で
あ
る
。
説
明
に
は
「
山

林
三
十
三
間

二
十
五
間

」（
（2
（

と
あ
り
、
山
中
か
そ
れ
に
近
い
場
所
に
所
在
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

本
鰐
口
が
こ
れ
ら
二
社
の
う
ち
ど
ち
ら
に
所
在
し
た
か
分
か
ら
な
い
が
、
い
ず
れ

に
し
て
も
矢
田
村
の
ご
く
近
く
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
い
つ
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
紀
三
井
寺
に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
に

つ
い
て
も
現
時
点
で
は
不
詳
で
あ
る
。
製
作
が
幕
末
の
慶
応
年
間
で
あ
る
こ
と
を

勘
案
す
る
と
、
近
代
に
入
っ
て
か
ら
の
移
動
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
明

治
初
期
の
神
社
合
祀
な
ど
が
背
景
に
あ
る
可
能
性
も
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
し
た

い
。

　

福
井
良
房
に
関
し
て
は
『
粉
河
町
史
』
に
詳
し
い（
（2
（

。
紀
伊
国
粉
河
で
は
、
戦
国

時
代
よ
り
粉
河
鍛
冶
と
よ
ば
れ
る
一
群
の
刀
鍛
冶
師
が
粉
河
寺
僧
兵
勢
力
を
背
景

に
活
動
し
て
い
た
。
ま
た
粉
河
鍛
冶
た
ち
は
戦
国
時
代
よ
り
寺
院
に
関
係
す
る
仏

具
等
の
製
作
も
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
粉
河
村
内
に
は
慶
長
年
間
に
は
既
に
鍛
冶

町
と
い
う
町
名
が
見
え
て
お
り
、「
粉
河
作
」
と
呼
ば
れ
る
鋳
物
は
刀
に
限
ら
ず

仏
具
や
農
機
具
な
ど
多
岐
に
渡
り
残
さ
れ
て
い
る
。
残
存
数
は
記
録
の
み
で
知
り

得
る
だ
け
で
も
四
七
〇
件
を
超
え
る
。

　

福
井
家
は
、
江
戸
時
代
に
粉
河
村
の
中
で
最
も
活
躍
し
た
と
い
わ
れ
る
鋳
物
師

の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
江
戸
初
期
か
ら
明
治
中
期
に
か
け
て
代
々
「
福
井
良
房
」
の

名
を
襲
名
し
て
活
躍
し
て
い
た
。
良
房
は
特
に
江
戸
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
数

多
く
の
作
品
を
残
し
、
和
歌
山
県
立
博
物
館
に
も
良
房
製
作
の
花
生
が
収
蔵
さ
れ

る（
（2
（

。

　

粉
河
村
の
鋳
物
業
は
、
幕
末
期
に
入
る
と
地
金
の
入
手
困
難
が
理
由
で
衰
退
の

途
を
辿
る
。
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
の
調
査
で
は
粉
河
村
に
い
る
鋳
物
師
は
四

人
で
あ
る
と
報
告
さ
れ（
（2
（

、
こ
の
時
期
に
は
既
に
粉
河
鍛
冶
の
多
く
が
そ
の
職
を
失

い
粉
河
村
の
鋳
物
業
の
規
模
は
往
時
に
比
べ
格
段
に
小
さ
く
な
っ
て
い
た
。
慶
応

元
年
銘
鰐
口
は
ち
ょ
う
ど
こ
の
衰
退
期
と
で
も
い
う
べ
き
時
期
に
製
作
さ
れ
た
作

例
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。

写真11　慶応元年銘鰐口（牡丹文）

写真12　慶応元年銘鰐口（裏面）
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三
、
近
世
の
大
型
鰐
口

　　

鰐
口
は
二
〇
～
三
〇
セ
ン
チ
前
後
の
も
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
近
世
に
は
こ

れ
を
超
え
る
法
量
を
持
つ
大
型
の
作
例
も
各
地
で
散
見
さ
れ
る
。
和
歌
山
県
那
智

勝
浦
町
に
所
在
す
る
青
岸
渡
寺
に
は
一
三
六
・
四
セ
ン
チ
の
法
量
を
持
つ
巨
大
な

鰐
口
が
存
在
す
る
し
、
一
〇
〇
セ
ン
チ
に
は
満
た
な
い
ま
で
も
、
四
〇
～
八
〇
セ

ン
チ
程
度
の
人
一
人
で
抱
え
る
こ
と
が
困
難
な
大
き
さ
の
鰐
口
は
、
鎌
倉
以
降
の

作
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

で
は
、
大
型
鰐
口
が
製
作
さ
れ
る
背
景
に
は
ど
の
様
な
意
図
が
あ
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
筆
者
は
こ
の
法
量
の
違
い
に
つ
い
て
、
使
用
用
途
と
寺
社
堂
の
再
建
と
い

う
二
点
に
着
目
し
て
考
察
し
た
。
な
お
、
考
察
を
行
う
に
あ
た
り
、
前
掲
し
た
愛

甲
氏
の
銘
文
集
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

使
用
用
途

　

鰐
口
は
神
社
仏
閣
の
軒
先
に
掛
け
、
参
拝
者
が
礼
拝
を
お
こ
な
う
際
に
鼓
面
を

打
つ
と
い
う
の
が
広
く
知
ら
れ
る
使
用
法
で
あ
る
。
し
か
し
参
拝
時
に
の
み
利
用

さ
れ
た
の
か
と
言
え
ば
そ
う
で
は
な
い
。
時
と
し
て
鉦
鼓
と
同
じ
よ
う
に
使
用
さ

れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

例
え
ば
、
藤
田
美
術
館
所
蔵
の
木
造
空
也
上
人
立
像
は
鉦
架
に
鰐
口
と
思
し
き

梵
音
具
を
掛
け
て
い
る
。
解
説
内
で
は
こ
の
梵
音
具
に
関
し
鉦
鼓
と
し
て
紹
介
さ

れ
て
い
る（

（2
（

が
、
両
面
と
も
に
鼓
面
が
存
在
す
る
こ
と
や
、
横
に
目
の
穴
を
開
け
て

口
を
開
く
よ
う
な
裂
け
目
が
下
側
部
に
存
在
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
正
確
に
は
鉦

鼓
で
な
く
鰐
口
で
あ
る
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

空
也
上
人
の
よ
う
な
遊
行
僧
は
平
安
期
以
降
に
も
存
在
す
る
。
踊
念
仏
を
通
し

て
念
仏
信
仰
を
広
め
た
一
遍
上
人
は
そ
の
典
型
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
空
也
上
人
立

像
が
造
ら
れ
た
南
北
朝
か
ら
室
町
時
代
の
間
に
は
既
に
「
遊
行
僧
の
使
用
す
る
仏

具
の
イ
メ
ー
ジ
」
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
遊
行
者
の
持
物
と
し
て

鰐
口
が
選
ば
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
鰐
口
が
鉦
や
打
楽
器
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
る

こ
と
が
あ
っ
た
事
実
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
都
か
ら
は
離
れ
た
地
域
の
作
例
に
な
る
が
、
宮
崎
県
総
合
博
物
館
所
蔵

の
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
銘
鰐
口
は
、
当
初
よ
り
吊
耳
を
一
つ
し
か
設
け
て
い

な
い
珍
し
い
事
例
で
、
こ
こ
に
緒
を
通
し
手
で
吊
る
し
て
「
鉦
」
の
よ
う
に
使
用

さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
が
さ
れ
て
い
る（
（2
（

。
鰐
口
と
共
に
残
っ
て
い

た
緒
は
二
つ
折
り
三
五
・
〇
セ
ン
チ
で
耳
に
括
り
つ
け
て
お
り
、
手
で
吊
り
下
げ

て
使
用
す
る
の
に
適
し
た
長
さ
で
あ
る
。
鰐
口
が
鉦
鼓
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
た
例

と
し
て
留
意
し
た
い
。

　

中
世
期
に
お
け
る
一
般
男
性
の
身
長
を
一
五
五
～
一
六
〇
セ
ン
チ
程
度
と
仮
定

し（
（2
（

、
空
也
上
人
立
像
の
画
像（
（3
（

や
『
高
野
大
師
行
状
圖
畫（
（3
（

』『
一
遍
上
人
絵
伝（
（3
（

』
に

描
か
れ
る
鉦
鼓
・
銅
鑼
型
の
仏
具
の
描
写
か
ら
、
人
が
持
つ
円
盤
型
梵
音
具
の
法

量
を
推
測
す
る
と
、
お
お
よ
そ
一
七
・
〇
～
二
八
・
〇
セ
ン
チ
程
度
と
思
わ
れ
る
。

鉦
鼓
や
銅
鑼
は
片
面
に
し
か
鼓
面
が
な
い
た
め
、
総
じ
て
鰐
口
よ
り
は
重
量
が
軽

い
。
遊
行
用
の
鰐
口
の
場
合
に
は
三
〇
セ
ン
チ
程
度
が
限
度
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
そ
れ
以
上
の
法
量
を
も
つ
も
の
は
参
拝
時
の
奉
懸
用
と
す
る
場
合
が

一
般
的
と
考
え
ら
れ
る（
（3
（

。
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寺
社
堂
の
建
立
と
大
型
鰐
口
の
奉
納

　

近
世
期
に
近
づ
く
と
、
鰐
口
の
銘
文
に
、
寺
社
に
お
け
る
堂
の
建
立
・
再
興
に

関
す
る
記
録
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

例
え
ば
先
述
し
た
青
岸
渡
寺
の
大
鰐
口
の
場
合
で
は
、
本
堂
が
再
建
さ
れ
た
天

正
十
八
年
に
豊
臣
秀
吉
が
奉
納
し
た
こ
と
を
記
銘
し
て
い
る
。

　

秀
吉
は
紀
州
攻
め
で
寺
社
勢
力
の
力
を
削
ぐ
た
め
に
寺
社
堂
を
焼
き
討
ち
す
る

が
、
そ
の
一
方
で
『
万
葉
集
』
以
来
の
和
歌
に
詠
ま
れ
た
名
勝
の
地
に
惹
か
れ
て

吹
上
・
和
歌
浦
・
藤
代
な
ど
を
遊
覧
し
て
お
り
、
和
歌
に
詠
ま
れ
る
著
名
な
寺
院

に
も
足
を
向
け
て
い
た
と
さ
れ
る（
（3
（

。
青
岸
渡
寺
は
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
場
第
一

番
札
所
で
あ
り
、
秀
吉
自
身
が
堂
宇
の
再
建
を
命
じ
た
こ
と
か
ら
も
強
く
惹
き
つ

け
ら
れ
た
場
所
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
地
に
名
を
刻
む
べ
く
大
型
鰐
口
を

寄
進
し
た
と
い
う
の
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

銘
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

奉
寄
進
熊
野
山
如
意
輪
堂
鰐
口　

右
那
智
山
鰐
口
久
退
轉
訖
夫
神
以
荘
厳

増
威
人
依
神
光
満
願
急
企
再
興
之
懇
念
聲
動
佛
意　

含
識
結
信
心　

之
縁
依
万
代
不
朽
之
丹
誠
為
子
孫
長
久
息
災
延
命
奉
鑄
冶
之
處
如
件

天
正
十
八
年
刁庚
卯
月
日　

豊
臣
朝
臣
関
白
殿
下
太
政
大
臣
秀
吉

（
（3
（白敬

　

荒
廃
し
た
那
智
山
を
再
興
し
た
こ
の
懇
念
な
心
を
鰐
口
の
聲
に
載
せ
て
観
音
菩

薩
に
伝
え
、
こ
の
縁
に
依
り
、
万
代
不
朽
の
誠
意
を
尽
く
す
こ
と
で
子
孫
が
長
く

息
災
に
長
生
き
す
る
よ
う
願
う
秀
吉
の
願
意
か
ら
、
青
岸
渡
寺
を
再
興
し
た
秀
吉

自
身
と
そ
の
子
孫
が
観
音
菩
薩
の
加
護
を
受
け
る
に
相
応
し
い
存
在
で
あ
る
と
い

う
意
識
が
み
え
る
。

　

ま
た
「
聲
動
佛
意
」
と
あ
る
よ
う
に
、
鰐
口
の
音
は
観
音
菩
薩
に
自
ら
の
行
い

を
伝
え
る
重
要
な
役
目
を
担
う
と
い
う
。
青
岸
渡
寺
に
奉
じ
ら
れ
た
日
本
一
の
大

鰐
口
は
、
秀
吉
自
身
が
持
つ
青
岸
渡
寺
へ
の
畏
敬
の
念
や
信
仰
心
、
彼
の
抱
く
未

来
永
劫
の
子
孫
繁
栄
の
願
い
を
確
か
に
観
音
菩
薩
へ
と
伝
え
よ
う
と
す
る
強
い
意

志
の
も
と
、
よ
り
大
き
く
よ
り
聲
を
響
か
せ
ら
れ
る
よ
う
に
製
作
さ
れ
た
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
他
に
も
秀
吉
の
天
下
統
一
後
に
は
、
鰐
口
の
法
量
が
大
型
か
小
型
か
に
拘

わ
ら
ず
、
豊
臣
家
、
特
に
秀
頼
が
寺
院
の
再
建
や
鰐
口
の
施
入
に
関
与
し
た
記
録

が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
豊
臣
家
の
再
建
・
施
入
に
関
す
る
記
録
が
遺
る
主
な
作

例
と
し
て
、
太
宰
府
市
・
太
宰
府
天
満
宮
（
豊
臣
朝
臣
広
門
）、
滋
賀
県
伊
香
郡

木
之
本
町
・
浄
信
寺
（
秀
頼
公
御
建
立
）、
和
歌
山
県
那
智
勝
浦
町
・
那
智
大
社
（
豊

臣
朝
臣
秀
頼
公
御
寄
附
）、
宝
塚
市
長
尾
・
中
山
寺
（
秀
頼
卿
御
造
営
）
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
る（

（3
（

。

　

鰐
口
は
軒
先
に
掛
け
ら
れ
る
性
質
上
、
寺
社
堂
完
成
時
か
そ
れ
以
降
に
奉
掛
さ

れ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
鰐
口
の
奉
納
に
は
、
寺
社
堂
の
完
成
を
象
徴
し
、
復
興
者

の
名
を
留
め
る
記
念
碑
的
な
意
図
も
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
大
型
鰐
口
を

奉
納
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
端
的
に
寄
進
者
の
財
力
を
示
す
こ
と
に
繋
が
る（
（3
（

。
い

わ
ば
武
士
の
権
威
主
義
的
意
識
の
強
い
反
映
も
考
慮
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
特
に

天
下
統
一
以
降
は
、
秀
吉
の
紀
州
攻
略
時
の
背
景
が
強
く
反
映
さ
れ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
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寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
に
は
、
江
戸
幕
府
が
「
諸
宗
寺
院
法
度
」
を
制
定
す

る
。
吉
井
敏
幸
氏
に
よ
る
と
、
幕
府
に
よ
る
一
山
寺
院
に
対
す
る
政
策
は
、
①
新

規
寺
院
・
法
会
の
創
設
禁
止
、
徳
川
家
へ
の
祈
祷
を
強
制
す
る
、
②
寺
院
内
の
僧

侶
の
上
下
関
係
を
確
立
し
、
寺
院
間
で
も
本
寺
を
優
位
と
す
る
本
末
関
係
を
確
立

す
る
、
③
勧
進
活
動
を
制
限
し
公
的
化
す
る
と
い
う
三
点
が
基
本
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。
氏
に
よ
る
と
、
戦
国
期
に
は
年
貢
収
納
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
や
寺
内

の
秩
序
が
混
乱
し
た
こ
と
で
寺
内
の
中
心
と
な
っ
た
僧
集
団
の
勢
力
が
後
退
す
る

一
方
で
、
寺
内
で
正
式
な
構
成
員
と
し
て
認
め
ら
れ
ず
勧
進
運
動
に
よ
っ
て
成
り

立
っ
て
い
た
聖
集
団
は
、
政
治
的
変
動
の
中
で
も
大
き
な
打
撃
は
受
け
ず
、
堂
舎

の
再
建
・
修
復
を
通
し
て
次
第
に
寺
内
で
の
地
位
を
高
め
て
い
っ
た
と
い
う
。
そ

こ
で
幕
府
は
正
式
な
構
成
員
で
は
な
い
聖
集
団
を
寺
内
最
下
層
の
僧
侶
と
し
て
分

離
し
、
勧
進
活
動
を
制
限
す
る
こ
と
で
弱
体
化
・
消
滅
化
さ
せ
た
。
勧
進
活
動
を

制
限
し
、
日
常
的
な
維
持
費
や
修
理
造
営
費
は
朱
印
料
や
公
儀
寄
付
金
を
使
い
、

そ
れ
で
も
不
足
す
る
場
合
に
は
公
認
の
観
化
・
開
帳
で
賄
う
と
い
う
幕
府
の
方
針

は
、
聖
集
団
や
寺
社
勢
力
が
自
ら
で
財
力
を
蓄
え
る
こ
と
を
阻
止
し
、
一
山
寺
院

の
勢
力
を
削
い
で
い
っ
た
と
い
う（

（3
（

。

　

紀
三
井
寺
穀
屋
坊
が
穀
屋
寺
と
し
て
境
内
の
外
へ
と
移
転
さ
れ
、
紀
三
井
寺
の

末
寺
と
し
て
本
末
関
係
を
結
ば
れ
た
こ
と
も
、
勧
進
聖
が
長
期
に
わ
た
っ
て
紀
三

井
寺
を
管
理
し
て
い
た
事
実
か
ら
、
こ
の
間
の
事
情
を
よ
く
反
映
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
。

　

幕
府
は
寺
社
堂
復
興
に
よ
る
勢
力
の
復
活
を
恐
れ
、
武
士
階
級
に
よ
る
支
配
を

覆
さ
れ
な
い
よ
う
、
寺
社
勢
力
の
財
政
を
圧
迫
し
つ
つ
寺
社
堂
の
復
興
業
や
大
型

総幅 鼓面径 中区径
（外）

中区径
（内）

撞座区径
（外）

撞座区径
（内）

延寶七年銘 58.1 50.0 31.8 26.5 14.8 11.5

宝暦十三年銘 58.5 50.5 32.6 26.3 14.5 11.4

無銘 32.6 29.1 19.8 16.7 9.5 8.5

慶応元年銘 32.0 25.6 19.2 16.3 10.2 8.1

撞座径 総厚 縁厚 右目高さ 左目高さ ---

延寶七年銘 10.9 17.6 11.7 3.5 3.8 ---

宝暦十三年銘 10.0 17.0 12.9 4.0 4.1 ---

無銘 5.2 10.3 5.1 1.2 1.2 ---

慶応元年銘 6.7 9.5 6.5 2.2 --- ---

右耳高さ 左耳高さ 耳横幅 唇厚 唇の出 ---

延寶七年銘 7.5 7.5 12.5 5.5 2.1 ---

宝暦十三年銘 8.5 8.7 13.0 7.2 2.2 ---

無銘 4.0 4.0 6.5 3.2 0.9 ---

慶応元年銘 4.8 --- 7.0 4.5 1.0 ---

表 １ 　紀三井寺鰐口・各部位法量（㎝）



－－ 126 －－

日高：和歌山県紀三井寺の近世鰐口43

鰐
口
の
寄
進
に
よ
っ
て
財
政
力
を
誇
示
す
る
こ
と
で
、
僧
侶
や
民
衆
、
神
仏
に
対

し
て
武
士
階
級
の
権
威
を
顕
在
化
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

【
注
】

（
１
）	

宮
本
不
空
『
紀
三
井
寺
略
誌
』
紀
三
井
寺
事
務
所
、
一
九
五
〇
年
、
一
―
三
、
八

―
九
頁
。

（
２
）	

和
歌
山
市
史
編
纂
委
員
会
『
和
歌
山
市
史
』
第
一
巻
、
和
歌
山
市
、
一
九
九
一
年
、

七
九
七
頁
。

（
３
）	

注
（
１
）
書
、
六
頁
。 

（
４
）	

吉
井
敏
幸
「
近
世
初
期
一
山
寺
院
の
寺
僧
集
団
」、『
日
本
史
研
究
』
二
六
六
号
、

一
九
八
四
年
、
五
三
―
五
四
、
五
七
頁
。

（
５
）	

和
歌
山
市
史
編
纂
委
員
会
『
和
歌
山
市
史
』
第
四
巻
（
和
歌
山
市
、
一
九
七
七
年
、

三
二
三
・
三
二
五
頁
）
に
よ
る
と
、
園
城
寺
の
僧
ら
が
遺
し
た
三
十
三
所
巡
礼
の

記
録
に
、
紀
三
井
寺
の
名
が
表
れ
る
。
保
延
元
年
（
一
一
三
五
）
没
と
さ
れ
る
僧

行
尊
の
「
観
音
霊
所
三
十
三
所
巡
礼
記
」
の
五
番
目
と
、
応
保
元
年
（
一
一
六
一
）

に
僧
覚
忠
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
「
三
十
三
所
巡
礼
則
記
」
の
二
番
目
に
、
寺
の
正

式
名
称
で
あ
る
金
剛
宝
寺
と
通
称
で
あ
る
紀
三
井
寺
の
名
が
綴
ら
れ
る
。

（
６
）	

和
歌
山
市
史
編
纂
委
員
会
『
和
歌
山
市
史
』
第
二
巻
、
和
歌
山
市
、
一
九
八
九
年
、

三
五
七
頁
。

（
７
）	

注
（
２
）
書
、
七
九
七
―
八
〇
一
頁
。

（
８
）	

注
（
５
）
書
、
一
二
〇
四
頁
。
ま
た
『
紀
三
井
寺
略
誌
』
に
は
禁
制
が
出
た
経
緯

が
記
さ
れ
る
。

「
天
正
十
三
年
三
月
の
頃
豊
臣
秀
吉
紀
州
征
伐
の
軍
を
起
し
根
来
、
粉
河
の
諸
大

寺
を
焼
き
、
太
田
城
を
水
征
め
に
し
つ
つ
当
山
に
迫
っ
た
、
穀
屋
の
春
子
と
云

う
者
観
世
音
菩
薩
の
御
加
護
を
頂
き
当
山
守
護
の
一
心
よ
り
大
胆
に
も
単
身
美

濃
守
秀
長
の
陣
に
至
り
焼
討
禁
札
を
貰
っ
て
此
の
厄
災
を
免
れ
僧
兵
は
野
に
下
っ

て
皆
実
業
に
就
い
た
」

（
９
）	

注
（
２
）
書
、
一
〇
七
二
頁
。

（
10
）	

注
（
６
）
書
、
九
一
―
九
五
頁
。

（
11
）	

堀
内
信
編
『
南
紀
徳
川
史
』
第
十
六
冊
、
清
文
堂
出
版
、
一
九
三
三
年
、
五
一
九
頁
。

な
お
、
本
文
中
に
あ
る
「
南
龍
公
」
と
は
徳
川
頼
宜
の
こ
と
を
指
す
。

（
12
）	

注
（
１
）
書
、
二
〇
―
二
三
頁
。 

（
13
）	

注
（
２
）
書
、
一
〇
八
五
―
一
〇
八
七
頁
。 

（
14
）	

注
（
２
）
書
、
一
〇
八
六
―
一
〇
八
七
頁
。

（
15
）	

和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
編
『
重
要
文
化
財
護
国
院
多
宝
塔
、
鐘
楼
、
楼
門
修

理
工
事
報
告
書
』
護
国
院
、
二
〇
〇
八
年
、
七
頁
。
安
永
年
間
の
修
理
に
つ
い
て

の
記
述
が
見
ら
れ
た
の
は
本
報
告
書
の
み
で
あ
る
。

（
16
）	

梅
原
忠
治
郎
『
西
国
三
十
三
所
巡
拝
通
誌
』
上
巻
、
梅
原
書
店
、
一
九
三
七
年
、

四
三
頁
。

（
17
）	

注
（
15
）
書
、
六
頁
。
天
明
年
間
の
修
理
に
つ
い
て
の
記
述
が
見
ら
れ
た
の
は
本

報
告
書
の
み
で
あ
る
。

（
18
）	

香
取
忠
彦
「
梵
音
具
」（
石
田
茂
作
監
修
『
新
版
仏
教
考
古
学
講
座
』
第
五
巻 

仏
具
、

雄
山
閣
出
版
、
一
九
七
六
年
、
九
八
頁
）
に
よ
る
と
、 「
一
般
に
は
二
〇
～
三
〇
セ

ン
チ
の
も
の
が
多
い
」
と
あ
る
。

（
19
）	

愛
甲
昇
寛
「
鰐
口
の
銘
文
（
一
）～（
十
六
）」『
史
迹
と
美
術
』（
七
八
（
六
・
七
・

八
・
九
）
号
、
七
九
（
一
・
三
・
五
・
八
・
九
・
一
〇
）
号
、
八
〇
（
二
・
七
・
九
）

号
、
八
一
（
三
・
九
）
号
、
八
二
（
二
）
号
）、
二
〇
〇
八
年
―
二
〇
一
二
年
。

（
20
）	

注
（
１
）
書
、
七
頁
。

（
21
）	『
紀
伊
續
風
土
記
』
第
一
輯
、
巌
南
堂
書
店
、
一
九
一
〇
年
、
三
六
九
―
三
七
一
頁
。

（
22
）	
大
阪
人
文
社
編
集
部
編
『
和
歌
山
県
広
域
道
路
地
図
：
便
利
で
見
や
す
い
－
メ
ッ
シ
ュ

方
式
』（
広
域
道
路
地
図
シ
リ
ー
ズ 

二
三
）、
大
阪
人
文
社
、
一
九
九
七
年
、
図
表
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番
号
二
一
。

（
23
）	

注
（
21
）
書
、
三
七
二
頁
。

（
24
）	
粉
河
町
史
編
纂
委
員
会
『
粉
河
町
史
』
第
一
巻
、
粉
河
町
、
二
〇
〇
三
年
、
五
五

六
―
五
六
六
頁
。

（
25
）	『
粉
河
作
花
生
―
文
化
遺
産
オ
ン
ラ
イ
ン
』

　
　
　
　
（https://bunka.nii.ac.jp/heritages/detail/86176

） 

　
　
　
　

最
終
閲
覧
日
二
〇
一
九
年
八
月
十
八
日
。

（
26
）	

注
（
24
）
書
、
五
六
六
頁
。

（
27
）	

奈
良
国
立
博
物
館
『
特
別
展
国
宝
の
殿
堂　

藤
田
美
術
館
展　

曜
変
天
茶
碗
と
仏

教
美
術
の
き
ら
め
き
』、
二
〇
一
九
年
、
二
三
二
―
二
三
三
頁
。

（
28
）	

永
井
哲
夫「
日
向
に
お
け
る
在
銘
鰐
口
覚
書
―
中
世
文
化
財
の
史
的
考
察 

そ
の
二
―
」

（『
研
究
紀
要
』
№
２
、
宮
崎
県
総
合
博
物
館
、
一
九
七
三
年
）、
三
七
頁
。 

（
29
）	

鈴
木
隆
雄
『
日
本
人
の
か
ら
だ
―
健
康
・
身
体
デ
ー
タ
集
―
』
朝
倉
書
店
、
一
九

九
六
年
、
一
〇
頁
、
表
一
・
六
。

（
30
）	

注
（
26
）
書
、
一
〇
七
頁
。

（
31
）	

山
本
智
教
・
真
鍋
俊
照
『
高
野
大
師
行
状
圖
畫
』
大
法
輪
閣
美
術
部
、
一
九
九
〇
年
、

六
五
―
六
六
頁
「
大
師
御
入
壇
事
」、
九
四
―
九
五
頁
「
高
雄
灌
頂
事
」。

（
32
）	

小
松
茂
美
編
『
一
遍
上
人
絵
伝
』（『
日
本
絵
巻
大
成
』
別
巻
）、
中
央
公
論
社
、
一

九
七
八
年
、
一
六
四
―
一
六
五
頁
「
地
蔵
堂
に
お
け
る
踊
り
念
仏
」、
一
八
〇
頁
「
念

仏
踊
り
に
夢
中
の
僧
た
ち
」、一
九
四
―
一
九
五
頁「
空
也
上
人
の
遺
跡
市
屋
の
道
場
」、

二
三
八
頁
「
上
野
の
踊
屋
」。

（
33
）	

小
型
鰐
口
が
鉦
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
た
と
す
る
と
、
鰐
口
と
鉦
鼓
の
利
用
法
を
更

に
掘
り
下
げ
る
こ
と
で
、
そ
の
成
り
立
ち
を
理
解
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
本
稿

内
で
は
深
く
言
及
し
な
い
が
、
今
後
の
研
究
課
題
と
す
る
。

（
34
）	

注
（
２
）
書
、
一
〇
七
二
―
一
〇
七
三
頁
。 

（
35
）	

注
（
19
）
書
（「
鰐
口
の
銘
文
（
十
五
）」）、
三
〇
一
頁
。

（
36
）	

注
（
19
）
書
（「
鰐
口
の
銘
文 

（
十
六
）」）、
五
三
―
五
四
頁
よ
り
、
豊
臣
家
に
関
す

る
記
録
は
、
以
下
の
通
り
。

太
宰
府
天
満
宮
（
番
号　

一
一
一
四
）

「
留
守
大
鳥
居
権
別
当
法
印
信
寛
願
主
筑
紫
上
野
介
豊
臣
朝
臣
広
門
」

浄
信
寺 （
番
号　

一
一
一
七
）

「
近

伊
香
郡
木
本
地
蔵
堂
長
祈
山
浄
信
寺
鰐
口　

秀
頼
公
御
建
立
」

那
智
大
社
（
番
号　

一
一
一
八
） 

「
豊
臣
朝
臣
秀
頼
公
御
寄
附　

御
奉
行
鈴
木
興
作
」

中
山
寺 （
番
号　

一
一
三
四
）

「
仲
山
寺
太
子
堂　

秀
頼
卿　

御
造
営　

御
奉
行
建
部　

壽
得
」

（
37
）	

な
お
近
世
期
以
前
の
鰐
口
の
奉
納
に
つ
い
て
は
、
寺
社
堂
建
立
に
つ
い
て
の
旨
が

書
か
れ
た
作
例
が
非
常
に
少
な
い
。
そ
の
た
め
、
中
世
期
以
前
の
鰐
口
の
奉
納
に

つ
い
て
は
次
の
機
会
に
検
討
し
た
い
と
思
う
。

（
38
）	

注
（
４
）
書
、
六
六
―
七
〇
頁
。

　
【
謝
辞
】

　

筆
者
は
二
〇
一
九
年
七
月
二
十
日
に
和
歌
山
市
教
育
委
員
会
、
和
歌
山
県
立
博

物
館
お
よ
び
本
学
に
よ
る
紀
三
井
寺
所
在
の
文
化
財
調
査
に
同
行
を
許
さ
れ
、
主

に
工
芸
の
分
野
に
お
い
て
調
査
を
行
っ
た
。
本
稿
は
そ
の
う
ち
鰐
口
に
つ
い
て
の

報
告
で
あ
る
。

　

調
査
に
際
し
、
紀
三
井
寺
貫
主
前
田
泰
道
師
、
和
歌
山
市
教
育
委
員
会
清
水
梨

代
氏
に
は
格
別
御
協
力
・
御
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
甚
の
謝
意

を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
奈
良
大
学
教
授
関
根
俊
一
氏
の
御

助
言
を
得
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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Summary

The early-modern Temple-gongs (Waniguchi) of Kimii-dera in Wakayama.

Yu HIDAKA

　Usually Temple-gong (Waniguchi) is used to hang on temple frontage and strike it. Some 
Waniguchi have big size, and others have small size. There is a possibility that small-sized one 
was used like small gong which used in gagaku or percussion. Big-sized one is usually to hang 
on temple frontage. Some big-sized ones which have inscription increased gradually. 
　As the early modern period nears, there were some record of reconstruction of temples and 
shrines in inscription on waniguchi. It is thought that generals showed their influence to 
people, monks, the gods and Buddha by reconstruction and making big-sized waniguchi
　It is thought that Kimii-dera Temple was built in Nara period. Nowadays it is known as one 
of 33 temples that are visited during the Kansai Kannon Pilgrimage, and one of the most 
popular temples in Wakayama.
　In this temple, there are magnificent Buddhist art works, for example, Buddhist statues and 
pictures. This report will introduce four Temple-gongs (Waniguchi) which was made in the 
early modern period and consider the background of making them based on their inscription.

Keyword: ① Waniguchi (temple gong)　②a Buddhist gong　③ Kimii-dera temple　
④Buddhist alter fitting　⑤ Casters in Kokawa
 


